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78 調査と研究 第18号 (1999.10)
第 1表 パンジャーブ州における部門別男子就業人口の推移 (単位:万人,%)
農 業 工 業 建 設 商 業 通信 .交通 そ
の他 合 計耕作者 農 業労働者 家
内工 業 非家内工 業実 1961 178.9 147.0 31.9 47.2 24.7 22.5 7.7 23.8 8.5 52.3 318.47 2440 661 77 30 ll
9 31.1 7.7 31.9 10.9 46.4 383.9数 1981 280.4 175.7 104
.7 62.5 ll.9 50.6 9.8 46.1 18.2 58.0 475.01991 328.2 189.4 1388 7 3 73 650 153 63 231 812 5833
棉成比 1961 56.2 46.2 10.0 14.8 7.7 7.1 2.4 7.5
2.7 16.4 100.01971 63.6 43.3 20.3 ll.2 3.1 8.
0 83 2.8 12.1 100.08 90 370 22 3








































































































































80 調査と研究 第18号 (1999.10)
第2表 小麦･米の政府買上げ量の州別構成 (単位:万トン,%)
数 量 構 成
比1971 1975 1980 1985 1990 1971 1975 1980
1985 1990小麦 パ ン ジ ャ ー ブ 294 242 428 616 675 57.8
59.0 73.0 59.4 61.0ハ リ ヤ ナ 71 43 100 196
260 13.9 10.6 17.1 18.9 23.5ウツタル.プラデー シユ 114 78 52 214 158 223 91 89 206
14.3そ の 他 30 46 6 10 14 5.9 ll.3 1.0 1.0 12全 イ ン ド合 計 509 410 587 1036 1107 1000 1000 100
0 100.0 100.0パ ン ジ ャ ー ブ 84 132 280 436 546 24.1
26.2 53.7 45.5 42.6莱 ア-ンドラ.プラデー シユ 40 96 52 170 284 ll.6 19.1 9.9 17.8 22.2ウツタル.プラデー
シユ 27 53 45 96 135 7.8 10.4 8.6 10.0 10.6そ の 他 196 22






































































































82 調査と研究 第18号 (1999.10)
第3表 高収量品種作付け比率,港概比率,肥料投入量, トラクター台数の推移
(単位 :%,kg/ha,育/1000ha)
1960/61 1965/66 1970/71 1980/81 199
0/91高収量品種作付け比率1) 莱 パ ンジャーブ N.A. 5.42) 33.3
92.6 94.6仝 イ ン ド N.A. N.A.
14.9 45.4 65.63)小麦 パ ンジャーブ N.A.
34.42) 69.1 98.0 99.9仝 イ ン ド
N.A. N.A. 35.7 72.2 84.83)港概比率4) パ ンジャーブ 53.8 59.5 713 807
92.7仝 イ ン ド 18.5 19.3 22.2 27.7 3333)1ha当た り肥料投入量5) パ ンジャーブ 11 4
37.5 112.7 162.6全 イ ン ド 1.9 N.A. 131 3,0 7 3)
1000ha当た りトラクター台数6) パ ンジャーブ 1.37)














NewDelhl,1989.より作成｡第4表 パ ンジャーブ州における水源別港概面積の推移 (単位 :万ha,%)面 積 構 成 比1960/611965/661974/751987/881991/92160/611965/661974/75
1987/881991/92潅 概 総 面 積 201.9 226.3 318.3 377.4 394.0
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0水 路 港 概 面 積 118.1 129.4 141
.0 141.4 142.2 58.5 57.2 44.3 37.5 36.1井 戸 港概 面 積 82.4 92.1 1766 2307 2 0 408 407 555 611 6
1.4チューブ.ウエル N.A. N.A. 159.0 228.7 240.8 N,A.
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第5表 パンジャーブ州における耕地利用率と作物別作付け構成の推移 (単位 :%)
耕 地利用率 乾 季 作 雨 季 作 未分類小 麦 ー 乾季作 乾季作 乾季作 栄 トウモ 綿
花 雨季作 雨季作ヒヨコ旦油糧種子 その他
合 計 ロコシ その他 合 計116.3｣ 29.6 17.7 2.3 2.6 52.1
4,8 6.9 9.4 7.7 28.9 19.0124.0 31.7 12.3
1.7 1.7 47.4 6.0 8.0 9.4 9.8 33.1137.8 40.5 6.3 8 41 527 9 98 70 101
8148.8 39.0 6.1 2.0 4.4 51.4 9.1 9.2 9.3
8.4 35.9 ●159.4 41.6 3.8 2.2 3.0 50.5｢ 7.4
5.6 9.6 4.5 37.1 ㌫ 1166.2 43.5 1.5 2.0
2.1 49.1 23.9 3.6 7.8 3.8 39.2 ll.743.6 0.
8 1.0 1.0 46.4 26.9 2.5 9.3 2.9 41.6 12.0177.9 43.7 0.3 6 09



















































































































































































































34) 協 同 組 合 銀 行 (cooperatives), 指 定 商 業 銀 行
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第6表 ｢パンジャーブ州農業会計調査｣の調査農家数 (単位 :戸)
役畜所有農家 トラクター所有農家
計1-2ha-3ha ～6ha ～8ha 8ha～ 1-2ha-3ha -6ha -8ha
8ha～第1期 (1962/63-66/67年) 5 16 31 33 3
2 117第2期 (1970/7ト74/75年) 1 5 7
3 33 15 127第3期 (1983/84-84/85年) 6 16 31 16
9 0 0 16 12 48 154第4期 (1989/90-90/91年) 7























































88 調査と研究 第18号 (1999.10)
第 7表 パンジャーブ州における小麦 ･米の経営規模別作付け比率の推移 (単位 :形)
第1期 第2期 第3期
第4期('62/63-'66/67) ('70/71-'74/75) ('83/84-'84/85) ('89/90-
'90/91)役畜 役畜 役畜 トラク
ター 役畜 トラクター小麦 1-2ha 28.8 29.9 4
1.6 N.A. 41.2 N.A.-3ha 25.8 45
.0 41.4 N.A. 39.7 40.1～6ha 29.
7 39.7 41.6 38.9 42.1 42.2-81a 31.4 7 00 437 9 31
8ha～ 34.7 38.0 45.6 44.4 50.6 43
.5莱 1-2ha 6.2 N.A. 30.O N.A.
34.4 N.A.-3ha 7.5 18.8 21.
O N.A. 23.1 32.5-6ha 9.4 14.
7 24.0 25.2 20.9 34.8-8ha 7.
6 6.3 18.7 38.1 21.6 35.68ha～ 10.0 79 23
.8 25.4 15.3 29.0注 :｢役畜｣は役畜所有農家,｢トラクター｣はトラクター所有農
家である｡出所 :第6表に同じ｡第
8表 パンジャーブ州における小麦 ･米の1ha当り平均収量の経営規模別推移(単位 :t/ha)第1期 第2期 第3期
第4期('62/63-'66/67) ('70/71-'74/75) ぐ83/84-'84/85)
('89/90-'90/91)役畜 役畜 役
畜 トラクター 役畜 トラクター小 麦 1-2ha 1.6 1.8 3.1 N.A. 3.9 N.A.
-3ha 1.2 2.2 3.6 N.A. 3.
8 4.4-6ha 1.5 2.5 3.0 3.2 3.
3 3.6～8ha 1.2 2.3 3.0 3.9 3.1
3.48ha～ 1.3 2.2 2.9 2.9
2.3 3.5栄 1-2ha 1.9 N.A
. 5.6 N.A. 6.2 N.A.(粗重量) -3ha 2.2 3.6
5.9 5.7-6ha 1.7 3.0 4.9 5.2 6 9
-8ha 1.7 2.3 4.9 5.1




















































































































役 役畜 畜 畜 トラク
ター役畜トラクター 匝こ]恩恩E恩











労 働 投 入 人 .日 構 成
比第1期 第2期 第3期 第4期 第1期 第2期
第3期 第4期役畜 役畜 役畜 トラクター 役畜 トラクター 役畜 役畜
役畜 トラクター 役畜 トラクター1-2ha 総労働 169 129 380 N.A. 243 N
,A. 100 100 100 N.A. 100 N.A.家族労働 143 125 290 N.A. 201 N. 85 97 76 83 ,
雇用労働 26 3 89 N.A. 43 N.A. 15 3 24 N.A, 17 N.A.-3ha 総労働 113 154 295 N.A. 225 199 100 100
100 N.A. 100 100家族労働 87 121 200 N.A
. 171 149 77 78 68 N.A, 76 75雇用労働 26 34 95
N.A. 54 50 23 22 32 N.A. 24 25-6ha 総労働 114 137 280 224 215 228 100 100
100 100 100 100家族労働 82 97 198 113 147 119
72 71 71 50 68 52雇用労働 31 39 82 111
68 109 28 29 29 50 32 48～8ha 総労働 105 103 215 220 197 81 100 100 100 10 100
100家族労働 78 63 147 101 133 96 75 6
1 68 46 67 53雇用労働 26 40 68 119 64 85 25 39 32 54 3
3 478ha～ 総労働 78 104 207 168 1
61 160 100 100 100 100 100 100家族労働 44 51 139 75 105
71 57 49 67 45 65 44雇用労働 34 53 68 92 56




















92 調査と研究 第18号 (1999.10)
第10表 パンジャーブ州における経営規模別100戸当り農業機械所有台数の推移 (単位:育)
ト ラ ク タ ー 潅 濫 用 揚 水 ポ ン
プ電 気 デ ィ
ー ゼ ル1971/72 1982 1971/72 1982 1971
/72 1982- 1ha 0
0 1 13 2 20-2ha 0 3 3 9 13
22-3ha 1 6 1 2
3 15 49～6ha 2 1
6 5 39 32 56～8ha 8 44 8 55 9







































































































































94 調査と研究 第18号 (1999.10)
第1l表 パンジャーブ州における経営規模別農業所得の推移 (単位 :ルピー)
第 1期 第2期 第3期
第4期('62/63-'66/67) ぐ70/71-'74/75) ('83/84-'84/85) ('89/90-
'90/91)役 畜 役 玄田 役 畜 トラク
ター 役 畜 トラクター1ha平均農業所得 1-2ha 673 605 7
32 N.A. 1,357 N.A.-3ha 467
733 834 N.A. 1,272 838～6ha
519 730 984 735 1,271 862-8ha 401 61 40 664 169 1,1
448ha- 491 553 768 761 909 1,161戸平均農業所得 1-2ha 1,00 1,132 1,144 N.A. 1,96
N,A.-3ha 1,276 1,863 2,123 N.A. 3,
052 1,693-6ha 2,221 3.156 4,071 3,36
7 5,239 3,739～8ha 2,791 4,349 6,509 4,791 8082 7





a -3ila ～6ha ～8ムa 8ha- 合計農 家 数 構 成 比 1961/62 18.2 15.2 15.6 27.0 9.6 14.5 100.0
1971/72 10.0 19.4 16.9 35.5 8.5 9.7 100.
01982 21.4 19.9 17.1 26.5 6.8 8.3 100.191
/92 26.8 22.7 16.0 22.7 5.3 6.5 100.0経営耕地面積構成比 19616 24 51 93 72 1 1
41.0 100.01971/72 1.5 7.3 10.3 37.1 1
4.5 29.4 100.01982



































































































96 調査と研究 第18号 (1999.10)
第13表 パンジャーブ州における経営規模別農家年間家計収支 -1974/75年-
(単位:ルピー ,%)
-1ha -2ha -3ha 3
ha～農家総消費支出 4,202 (100) 4,872 (100) 5,766 (100) 8,
453 (100)農 家 総 所 得 3,503 (83) 4,078 (84) 5,941 (103)
14,210 (168)農 業 所 得 1.793 (43) 3,198 (66) 5,40
3 (94) 13,358 (158)農 外 所 得 1,709 (41) 8
80 (18) 539 ( 9) 852 (10)土地,農業機械の貸付による収入 1
27 ( 3) 116 ( 2) 55 ( 1) 259 ( 3)年金,非居住者からの送金など 855 20 450 9 289 5 391
5)農業雇用労働 280 ( 7) 79 ( 2) 65 ( 1)
5 ( 0)農外雇用労働 282 ( 7) 206 ( 4)
92 ( 2) 143 ( 2)家内事業 166
( 4) 29 ( 1) 37 ( 1) 55 ( 1)農 家 貯 蓄 -699 -795 175 5,77出所 :Bhala,G.S.,G.K.Chadha,op.cit.,p.78,p.0.より作
成｡第14表 パンジャー ブ州農村部における経営規模
別･主たる収入源別世帯構成の推移 (単位:%)農 業 自営 農業雇用労働 農外 自営 農外雇用労働 そ の 他 合 計1983 1987/88 1983 1987/88 1983 1987/88 1983 1987/88 1983 1987/88 198
3 1987/88-0.2ha 6.5 4.0 43.3 46.0 21.2 22.2 9.8 11.2 19
.3 16.3 100.0 100.0-1ha 53.6 57.4 7.9 4.5 10.9 14.3
8.6 7.7 19.1 16.1 100.0 100.0-2ha 88.9 76.0 0.5 2.0
3.7 12.3 0.0 1.4 6.9 8.2 100.0 100.0-3ha 92.2 90.1
0.0 0.5 1.6 2.0 1.l l.4 5.1 6.1 100.0 100.0-6ha 94
.5 90.3 0.3 0.5 1.2 3.9 0.0 0.0 4.1 5.3 100.0 100.0～8ha 928 28 0 0 00 15 72 7
8ha- 92.5 88.3 0.0 1.6 1.1 3.5 0.0 0.0 6.3 6.6 100.0 100.0全階層 40 34 252 281 135 16 63 76 14









びたび触 れて きたように,パ ンジャーブ州において農業労
働世帯と農家世帯とが明確に異なる社会集団を構成
している点である｡経営耕地面積0.2ヘクタール



































































































小 作 農 家 数 -経 営 耕 地 面
積小 作 自小作 合 計 小作地
自作地 合 計-2ha 3 5 8
5.3 5.3 10.5～6ha 3 18
21 Lll.7 45.8 87.56ha～ 0 15 15 743 803 1546

















































































ル以上層 との 1戸当 り農業所得格差は5.2倍
だったが,第4期になると役畜所有 1-2ヘク
タール層とトラクター所有8ヘクタール以上層
の農業所得格差は7.0倍に拡大 した｡｢緑の革
命｣がパンジャーブ州の農家諸階層に階層選別
的な作用を及ぼしている点は強調しておく必要
がある｡
第 3に,1-2ヘクタール層の農家群は,
｢緑の革命｣によって農業所得が増大したにも
かかわらず,商品経済の浸透とともに農外所得
への依存を深めている｡パンジャーブ州の農村
部では1970年代以降,経営耕地面積0.2ヘク
タール以上の農家全体に占める2ヘクタール未
満層の構成比が上昇しており,1987年には半数
に達している｡ このような小規模農家群の増加
99
は小商品生産者としての農民経営の増加ではな
く,むしろ農家としての実体を失いつつある農
家群の増加である｡1980年代半ばのパンジャー
ブ州における農民運動の高揚はまさにこの点と
かかわっていたと考えられる｡ 他方,農業機械
を導入した大規模農家群では経営規模拡大の動
きがみられる｡ マクロ･データでこの点を確認
することはできないが,ケース ･スタディによ
ると,パンジャーブ州における農民層分解の最
新局面として,農業機械を導入した大規模農家
による借 り足し型の経営規模拡大が生じている｡
最後に,1990年代の展望を若干述べておこう｡
まず,｢緑の革命｣による農業生産力拡大の背
後で,地下水位の低下や水路港概地域での塩害
など,21世紀の農業生産を阻害しかねない環境
問題が続発している54)｡特に近年深刻化してい
るのは,過剰揚水による地下水位の低下で,
2000年にはパンジャーブ州のかなりの地域で,
従来使用されてきた遠心分離型ポンプでは農業
用水を汲み上げることのできないレベルにまで
地下水位が低下するといわれている｡ 資金力の
ある農家はこれに対応して新たに地下設置型の
揚水ポンプを導入し始めている｡ こうした環境
の悪化はそれに対応できる階層と対応できない
階層とを生みだし,新たな階層分解の要因とな
る可能性を学んでいる55)｡
このほか今後のパンジャーブ農業に大きなイ
ンパクトを与えると考えられるのは,冒頭で触
れた構造調整政策の進展である｡ 構造調整政策
の進展がパンジャーブ農業に及ぼすインパクト
としてさしあたり以下の2点を指摘できる｡ 第
1は各種補助金の削減である｡ 補助金の削減対
象として真っ先に矢面に立たされたのは,最大
54) パンジャーブ州の環境問題全般については,ShlV孔
V.ITheViolenceoftheGreenRevolution,ThirdWorld
Network,1989(浜谷喜美子訳 『緑の革命とその暴力』
日本経済評論社,1997年);sekhon,M.氏.,M.Kaur,
"GreenRevolutlOninPunjabI OtherSideofthe
Coln:'AgriculturalSituationi7LIndia,February1996を
参照｡
55) slngh､S,"SomeAspectsofGroundwaterBalance
lnPunJab:'EconomicandPoliticalWeekly,December
28,1991,ppA-1521A-1531
100 調査と研究
の支出項目であり,1989年において政府補助金
支出全体の約半分を占めていた肥料補助金であ
る｡ インド政府は1991年7月と1992年8月に肥
料補助金の削減方針を打ち出し,肥料価格の統
制を一部撤廃した56)｡農業ロビーをはじめとす
る各方面からさまざまな圧力が加えられたため,
肥料補助金の削減は難航しているが,いずれに
せよパンジャーブ州における ｢緑の革命｣を支
えてきた農業育成政策は現在動揺をきたしてい
る｡本稿での分析結果をふまえると,農業補助
金が削減された場合に小規模農家がきわめて困
難な状況に陥ることは間違いない｡
第2は農産物輸出の拡大である｡ 本稿との関
連では特に米輸出の増大が注目される｡FÅo
の集計によると,インドの米輸出量は1994年か
ら1995年にかけて89万 トンから491万へ増加し,
世界の米輸出に占めるインドの割合はそれまで
の数%から22%-と一気に拡大した57)｡この輸
出拡大に大きく貢献したのは,米輸出量の上限
規制と最低輸出価格規制の撤廃である58)｡国外
56) Gulatl,A.,G.D.Kalra,op.cit.,p.A-43杉本聡,前
掲書,112-113ページ｡
57) FoodandAgrlCultureOrganlZationoftheUnlted
Nat10nS.FADTradeYearbook,VariousIssues
58) MinistryOfFinance,GovernmentofIndia,Economic
Survey1995-96,1996,p.143.
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市場も視野に入れた食糧流通の規制緩和が今後
一層進展すると,市販余剰穀物生産の中心であ
るパンジャーブ農民はとりわけ大きな影響をこ
うむることになろう｡
環境問題の深刻化と,構造調整の進展による
国際的連関の深まりによって,パンジャーブ農
業が新たな局面を迎えていることは疑いない｡
そうしたなかでパンジャーブ州の農民 ･農業労
働者諸階層はどのような農業展開の道を歩もう
としているのか,それはパンジャーブ州の穀物
生産やインド全体の食糧供給,さらには世界の
食糧経済にいかなる変化を及ぼすのか,今後検
討すべき課題は山積している｡ 本稿をもってそ
の第一歩としたい｡
(付記) 本稿の執筆にあたり,大阪府立大学農学
部の宇佐美好文氏から貴重な資料の提供を
受けるとともに,多くのコメントを頂いた｡
記してお礼を申し上げたい｡
